
ひ　び　き　No.2251

取手市議会だより第２２５号
２０１８（平成３０）年８月１日発行

＜紙面から＞ひびきひびきひびき
発行・編集責任者／取手市議会議長　入江　洋一
発行／取手市議会　　　編集／取手市議会事務局
〒302-8585　茨城県取手市寺田5139
電話番号　0297－74－2141（内線1801・1802）
ファクス　0297－74－1990
ホームページアドレス　http://www.city.toride.ibaraki.jp/
ｅ－ｍａｉｌアドレス　gikai@city.toride.ibaraki.jp

　平成 30 年第２回臨時会が４月 27 日に、第２回定例
会が６月７日から 22日まで開催されました。半年間の
審査を終えた「女性議員による議会改革特別委員会」の
活動の様子を１～２ページで特集しています。会議規則
の改正や、国への意見書提出を行いました。
　また、議案と討論の概要、定例会の一般質問、請願と陳情、
議決結果を２～９ページ、５月12日実施の市民意見交換会や、
新採職員との交流の記事等を10ページに掲載しています。
（今回から読みやすさ向上のために「ひびき」にユニバー
サルデザインフォントを使用しています）

　
▼
誰
も
が
利
用
で
き
る
介
護

制
度
を
求
め
る
意
見
書

　
▼
市
議
会
の
在
り
方
へ
の
決
議

　
ま
た
、
６
月
13
日
の
本
会
議

中
に
、
こ
の
特
別
委
員
会
で
検

討
し
た
議
会
改
革
等
の
内
容

を
、
中
間
報
告
後
に
議
長
へ
提

言
し
ま
し
た
（
下
写
真
）。
そ

の
後
、
議
長
が
議
会
運
営
委
員

会
に
こ
れ
を
諮
問
し
た
結
果
、

議
場
の
傍
聴
に
関
す
る
こ
と
な

ど
６
項
目
の
議
会
改
善
項
目
を

決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
傍
聴
規
則
を
改
正
し
、
こ
れ

ま
で
小
学
生
以
下
の
議
会
傍
聴

が
原
則
認
め
ら
れ
な
い
規
定

だ
っ
た
も
の
を
、
誰
で
も
傍
聴

で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
改

正
を
し
ま
し
た
。

　
半
年
間
の
審
査
は
、
女
性
議

員
が
よ
り
議
会
活
動
を
し
や
す

く
す
る
た
め
に
全
７
人
の
女
性

議
員
で
ス
タ
ー
ト
。
米
国
ユ
ー

バ
女
性
市
長
や
、
他
市
町
女
性

議
員
、
市
男
女
共
同
参
画
審
議

会
委
員
な
ど
と
の
意
見
交
換

や
、審
査
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
第
２
回
定
例
会
最

終
日
に
審
査
報
告
を
し
、
解
散

と
な
り
ま
し
た
。（
そ
の
他
活
動

は
２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
今
回
の
定
例
会
で
、
女
性
議

員
に
よ
る
議
会
改
革
特
別
委
員

会
の
審
査
に
よ
り
提
出
、
可
決

し
た
も
の
は
、
次
の
通
り
で
す
。

　
▼
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正
（
欠
席
事
由
の
明
確
化
な

ど
）

　
▼
議
員
報
酬
の
特
例
条
例
の

一
部
改
正
（
長
期
欠
席
時
の
報

酬
減
額
対
象
か
ら
、
妊
娠
・
出

産
の
期
間
を
外
す
）

　
▼
誰
も
が
政
治
参
画
し
や
す

い
社
会
へ
の
法
整
備
を
求
め
る

意
見
書
（
妊
娠
し
た
議
員
は
議

会
に
参
集
す
る
対
象
と
し
な
い

こ
と
で
、
母
子
の
心
身
を
保
護

す
る
た
め
の
法
整
備
な
ど
）

　
▼
出
産
・
育
児
を
迎
え
た
働

く
女
性
の
社
会
保
障
や
環
境
整

備
を
求
め
る
意
見
書
（
出
産
手

当
金
・
育
児
休
業
給
付
金
や
平

等
な
保
育
所
利
用
）

６月13日に入江議長に提言書を手渡しました

　このたびの平成 30 年
７月豪雨におきまして、
被災された皆さまにお
見舞い申し上げます。一
日も早い復興をお祈り
申し上げます。

取手市議会

県内と千葉県我孫子・柏・松戸市の女性議員に声を掛け、21 市町、
45 人の議員と意見交換、課題抽出を行いました（５月７日、福祉
交流センターにて）

　６月６日の委員会では、市
男女共同参画審議会委員の
３人（志村俊

と し は る

晴氏、間
ま み や

宮真
ま

知
ち

子
こ

氏、下園淳
あ つ こ

子氏。写真
右から）に出席いただき、ご
意見を伺いました。委員会で
の提言事項をまとめたものを
示し、これまでの豊富な経験
に基づく意見を伺いました。

　昨年12月に設置した「女性議員による議会改革
特別委員会」がさまざまな審査を行い、会議規則
や議員報酬特例条例の改正案を提出して可決しま
した。また、議員に限らず働く女性を中心とした現
在の課題には、国に対して３件の意見書を提出し、
法制度の改善などを求めました。
　半年間のさまざまな審査報告を池田委員長が本
会議で行い、今定例会で委員会は解散されました。

◆会議規則（本会議、委員会の欠席の事由）
事故・出産のみの規定
　�疾病、看護、介護、出産、出産の立ち会い、育児、

忌引、災害など明確化
◆報酬条例減額対象の除外期間
（連続２定例会以上の欠席で報酬が減額される）
　出産予定日６週間前（多胎は 14 週）
　　　　～出産後８週間を減額の除外期間とする

規
則
、
条
例
改
正
、
意
見
書

提
出
　
審
査
結
果
ま
と
め
る

議会改革での主な変更点

半年間の集中審査で多くの意見まとめる

改 革 提 言！改 革 提 言！
女性特委 妊産婦を守りたい


